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ブナの分布情報から予測モデルを構築し、将来の気候変化シナリオを適用することでブナの将来の潜在生育域を予測した。

さらに自然保護区の地図と重ねることで、将来の潜在生育域と保護区の重なり具合の程度を評価した。西日本のブナは温暖

化に特に脆弱であることを明らかにした。

http://dx.doi.org/10.1016/j.jnc.2013.06.00
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亜高山帯に生育するシラビソとコメツガの分布予測モデルを構築して温暖化影響評価を行った結果、いずれの気候シナリオ

においても両種の潜在生育域は将来大きく減少すると予測されたことから、気候変動に対して脆弱であると評価された。

https://link.springer.com/article/10.1007/

s10113-014-0641-9
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高山帯に分布するハイマツの分布予測モデルを構築して温暖化影響評価を行った結果、潜在生育域は将来減少すると予測

されたことから、気候変動に対して脆弱であると評価された。

https://link.springer.com/article/10.1007/

s10980-008-9289-5


